






















広報あんじょう 2014.3.15 画

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
意
見
募
集
の
結
果

パパパパパパパパパパパ本
紙
昨
年

月

日
号
で
募
集

１２

１５

し
た
内
容
に
つ
い
て
、
寄
せ
ら
れ

た
意
見
と
、
そ
れ
に
対
す
る
市
の

考
え
方
を
ま
と
め
ま
し
た
。
掲
載

文
は
、
趣
旨
を
損
な
わ
な
い
範
囲

で
要
約
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
意
見
の
あ
っ
た
プ
ラ
ン・

計
画（
案
）に
つ
い
て
、
意
見
の
概

要
と
そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方

は
、
４
月

日
昇
ま
で
各
担
当
課
、

１５

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
文
化
セ
ン

タ
ー
、
各
地
区
公
民
館
、
青
少
年

の
家
、
中
央
図
書
館
、
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

社
会
福
祉
会
館
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
内「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
」ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

※
多
文
化
共
生
プ
ラ
ン（
案
）は
市

民
課
、
国
際
交
流
協
会
、
第
３

次
地
域
福
祉
計
画（
案
）は
各
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
も
閲
覧
で
き
ま

す
。

■
第
３
次
地
域
福
祉
計
画（
案
）

●
提
出
数

件（
１
人
）

２５

●
対
応

提
出
さ
れ
た
意
見
に
よ

り
９
カ
所
修
正
し
ま
し
た

●
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方

陰
課
題
解
決
型
の
地
域
福
祉
活
動

意
見
糸「
課
題
解
決
型
」と
あ
り
ま

す
が
、
課
題
を
解
決
し
な
い
地
域

福
祉
活
動
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
地
域
福
祉
と
言
え
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か

市
の
考
え
方
止
地
域
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
生
活
課
題
に
つ
い
て
、
住

民
自
ら
が
解
決
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
特
に
、
見
守
り
活

動（
孤
立
死
や
認
知
症
へ
の
対
応

な
ど
）は
、
こ
れ
か
ら
地
域
の
課

題
と
し
て
捉
え
、
住
民
自
ら
が
行

動
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
図
が
あ

り
、
こ
の
言
葉
を
用
い
ま
し
た

隠
当
事
者
が
支
援
者
に
上
手
に
働

き
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

（
助
け
ら
れ
上
手
）

意
見
糸
助
け
ら
れ
上
手
と
い
う
言

葉
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
言
葉
を
作
る
よ
り
も
、
何

を
伝
え
た
い
か
を
正
し
い
日
本
語

で
書
い
て
ほ
し
い

市
の
考
え
方
止
助
け
ら
れ
上
手
と

い
う
言
葉
は
、
本
市
で
は
町
内
福

祉
委
員
会
の
活
動
の
中
で
長
年
使

用
し
て
い
ま
す
。
本
市
以
外
で
も

取
り
入
れ
て
い
る
市
町
村
も
あ
り

ま
す

■
多
文
化
共
生
プ
ラ
ン（
案
）

●
提
出
数

件（

人
）

８０

１０

●
対
応

提
出
さ
れ
た
意
見
に
よ

り

カ
所
修
正
し
ま
し
た

１９
●
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方

陰
外
国
人
住
民
も
担
い
手
と
し
て

活
躍
し
て
も
ら
え
る
体
制

意
見
糸
外
国
人
住
民
も
地
域
に
住

む
仲
間
な
の
で
す
か
ら
、「
し
て
も

ら
え
る
」と
い
う
表
現
で
は
な
く

「
活
躍
で
き
る
」だ
と
思
い
ま
す

市
の
考
え
方
止
と
も
に
地
域
に
住

む
住
民
で
す
か
ら「
活
躍
で
き
る
」

と
い
う
表
現
に
改
め
ま
す

隠
多
文
化
共
生
社
会

意
見
糸
多
文
化
共
生
は
犯
罪
の
増

加
や
日
本
人
の
雇
用
の
低
下
な
ど

を
招
き
、
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
本
人
住
民
の
抱
く
不
安
感・

社
会
的
負
担
感
の
増
大
を
無
視
し

て
、
多
文
化
共
生
社
会
を
進
め
る

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん

市
の
考
え
方
止
現
在
、
本
市
に
は

約
５
４
０
０
人
の
外
国
人
が
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
す
で
に
日
本
人
と

外
国
人
が
共
に
暮
ら
し
て
い
る
状

況
に
お
い
て
、
安
全
・
安
心
で
快

適
な
生
活
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に「
多
文
化
共
生
」が
あ
る

と
考
え
、
本
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま

す
。
日
本
人
住
民
・
外
国
人
住
民

い
ず
れ
も
安
定
し
た
生
活
の
確
保

が
、
犯
罪
の
予
防
に
な
る
と
考
え

ま
す
。
本
プ
ラ
ン
の
施
策
を
推
進

す
る
こ
と
が
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
る
と
考
え
ま
す

■
第
２
次
健
康
日
本

安
城
計
画

２１

（
案
）

●
提
出
数

件（
２
人
）

１８

●
対
応

提
出
さ
れ
た
意
見
に
よ

り
９
カ
所
修
正
し
ま
し
た

●
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方

陰
子
ど
も
の
事
故
予
防
対
策
に
つ

い
て

意
見
糸
市
の
取
り
組
み
が
、
事
故

予
防
の
周
知
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
な
ら
、「
事
故
予
防
の
大
切
さ

の
認
知
度
」の
目
標
設
定
を
す
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

市
の
考
え
方
止
事
故
予
防
を
し
て

い
る
家
庭
を
増
や
す
こ
と
を
指
標

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
手

段
と
し
て
、
本
市
で
は
事
故
予
防

の
大
切
さ
や
方
法
に
つ
い
て
周
知

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま

す隠
高
齢
者
の「
低
栄
養
」が
疑
わ
れ

る
人
の
目
標
値

意
見
糸
指
標
は
、「
増
加
を
抑
制
す

る
」と
し
て
い
ま
す
が
、
目
標
値

が
現
状
値
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

増
加
は
、
止
む
を
得
な
い
と
し
て

い
る
の
で
す
か

市
の
考
え
方
止
今
後
、

歳
以
上

７５

の
人
口
が
増
加
す
る
傾
向
で
す
。

低
栄
養
が
疑
わ
れ
る
高
齢
者
が
、

人
口
の
自
然
増
に
よ
り
見
込
ま
れ

る
増
加
分
を
上
回
ら
な
い
こ
と
を

目
指
し
、「
増
加
を
抑
制
す
る
」と

表
現
し
て
い
ま
す
。
県
の
計
画
で

は
、「
低
栄
養
傾
向
高
齢
者
の
増
加

の
抑
制
」を
目
標
項
目
と
し
、「
現

状
値
以
下
」を
目
標
値
に
し
て
い

ま
す

■
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
及
び
運
用

に
関
す
る
条
例（
案
）

●
提
出
数

０
件

■問
▼
市
民
協
働
課

（
緯〈

〉２
２
１
８
）

７１

■問
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
１
３
３
）

７６

■問
▼
社
会
福
祉
課

（
緯〈

〉２
２
２
３
）

７１

■問
▼
市
民
安
全
課

（
緯〈

〉２
２
１
９
）

７１



～
午
後
５
時

分（
松
掌
を
除
く
）

１５

に
商
工
課
へ

※
画
用
紙
は
当
日
会
場
で
配
布
。

前
日
ま
で
に
公
園
の
写
生
を
す

る
場
合
は
、
同
課
で
配
布
。

■
さ
く
ら
と
安
城
七
夕
親
善
大
使

を
写
す
会

●
と
き

３
月

日
掌
午
後
２
時

３０

分
～
４
時

３０●
と
こ
ろ

安
城
公
園

■
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

●
内
容

市
内
の
桜
を
撮
影
し
た

未
発
表
の
写
真

●
サ
イ
ズ

四
つ
切
ま
た
は
ワ
イ

ド
四
つ
切

※
合
成
加
工
作
品
は
不
可
。

●
賞

最
優
秀
賞
１
人
、
優
秀
賞

５
人
、
入
選

人
、
佳
作

人

１０

１５

（
い
ず
れ
も
賞
状
と
賞
金
）

●
応
募

４
月

日
捷
ま
で
の
午

１４

前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

（
松
掌
抄
を
除
く
）に
、
作
品
を
持

参
か
郵
送（
必
着
）で
商
工
課（
〒

－

８
５
０
１
住
所
記
載
不
要
）

４４６へ

安
城
公
園

会
場
は
、
出

店
な
ど
で
に

ぎ
わ
い
ま
す
。

ぼ
ん
ぼ
り
が

立
ち
、
午
後

時
ま
で
夜

１０桜
を
楽
し
め
ま
す
。（
桜
の
開
花
状

況
に
あ
わ
せ
、
点
灯
期
間
が
変
わ

り
ま
す
）

●
と
き

３
月

日
抄
～
４
月
６

２１

日
掌

●
と
こ
ろ

安
城
公
園（
桜
町
）、

城
山
公
園（
桜
井
町
）、日
の
出
公

園（
日
の
出
町
）

■
写
生
大
会

●
と
き

３
月

日
松
・

日
掌

２９

３０

午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
と
こ
ろ

安
城
公
園

●
対
象

市
内
在
住
で
、
平
成
２６

年
度
に
小
学
１
～
６
年
生
に
な
る

子●
賞

各
学
年
最
優
秀
賞
１
人
、

優
秀
賞
７
人（
い
ず
れ
も
賞
状
と

賞
品
）、参
加
賞
あ
り

●
持
ち
物

画
板
と
絵
の
具
・
ク

レ
ヨ
ン
な
ど

●
提
出

開
催
時
間
中
ま
た
は
４

月
7
日
捷
ま
で
の
午
前
８
時

分
３０

広報あんじょう 2014.3.15臥

城
い
き
い
き
た
い
肥
の
受
け

取
り
希
望
者
を
募
集

安安安安安安安安安安安せ
ん
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン

ト
で
製
造
し
た「
安
城
い
き
い
き

た
い
肥
」を
お
分
け
し
ま
す
。

●
受
け
取
り
期
間

４
月

日
松

１９

～

日
松

２６
●
と
こ
ろ

せ
ん
定
枝
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ン
ト

●
受
け
取
り
数
量

総
量

ト
ン

２００

の
う
ち
、
た
い
肥
使
用
対
象
面
積

に
応
じ
て
１
世
帯
㎏
ま
で

３００

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

●
決
定
通
知

決
定
者
へ
、
支
給

決
定
通
知
と
受
け
取
り
票
を
送
付

し
ま
す

※
選
外
者
へ
の
通
知

は
し
ま
せ
ん
。

●
受
け
取
り

た
い

肥
を
直
接
積
み
込
め

る
４
ト
ン
以
下
の
ト

ラ
ッ
ク
で
来
る
か
袋

を
持
参
し
て
く
だ
さ

い●
申
し
込
み

４
月

７
日
捷
ま
で
に
、
申

込
書
に
住
所
・
氏
名・

電
話
番
号
・
希
望
数

量（
㎏
）・た
い
肥
使

用
対
象
面
積
ま
た
は

プ
ラ
ン
タ
ー
の
個
数

を
記
入
し
、
持
参
か

郵
送（
必
着
）・フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ

ー
ル
で
清
掃
事
業
所（
〒

－

１

４４４

１
５
５
堀
内
町
西
新
田
２
／
胃

〈

〉１
３
１
８
／ikiiki@

city.a

７７

njo.aichi.jp

）へ

※
申
込
書
は
同
所
で
配
布
。
必
要

事
項
が
す
べ
て
記
載
し
て
あ
れ

ば
任
意
の
紙
で
も
可
。
す
べ
て

の
項
目
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い

場
合
は
失
格
。

■問
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈

〉３
０
５
３
）

７６

県
内
初
の
内
部
設
置
型
自

治
体
シ
ン
ク
タ
ン
ク「
安
城

市
み
ら
い
創
造
研
究
所
」の

設
置
を
記
念
し
、
開
催
し
ま
す
。

●
と
き

４
月

日
昭
午
後

１７

１
時

分
～
５
時

３０

●
と
こ
ろ

教
育
セ
ン
タ
ー

●
内
容

基
調
講
演
止
奥
野

信
宏
氏（「
安
城
市
み
ら
い
創

の
ぶ
ひ
ろ

造
研
究
所
」政
策
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
、
中
京
大
学
理
事・

総
合
政
策
学
部
教
授
）
ゲ

ス
ト
講
演
止
牧
瀬
稔
氏（（
一

み
の
る

財
）地
域
開
発
研
究
所
主
任

研
究
員
）
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン諮

コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
止
加
藤
義
人
氏（
三

よ
し
と

菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
）
パ
ネ
リ

ス
ト
止
奥
野
信
宏
氏
、
牧
瀬

稔
氏
、
秀
島
栄
三
氏（「
安
城

ひ
で
し
ま
え
い
ぞ
う

市
み
ら
い
創
造
研
究
所
」政

策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
名
古
屋

工
業
大
学
大
学
院
教
授
）

●
申
し
込
み

４
月
４
日
晶

ま
で（
松
掌
抄
を
除
く
）に
、

企
画
政
策
課（
緯〈

〉２
２

７１

９
９
）へ

■問
▼
商
工
課

（
緯〈

〉２
２
３
５
）

７１

家家庭菜園などに利用してくださ家庭菜園などに利用してくださいい

安城公園の桜ま安城公園の桜まつつりり

城
桜
ま
つ
り

安安安安安安安安安安安
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減
に
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
有
効
で
す
。
ま
だ
設
置
し

て
い
な
い
家
庭
は
、
一
日
も
早
く

設
置
し
、
放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ

く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
救
急

平
成

年
中
の
出
動
件
数
は
２

２５

万

件
で
、
前
年
よ
り

件
の
増

６４４

６４９

■
火
災

平
成

年
中
の
件
数
は

件
で
、

２５

２３９

前
年
よ
り

件
増
加
し
て
い
ま
す

９２

（
表
１
）。

出
火
原
因
は
、「
放
火（
疑
い
含

む
）」が

件
、
次
い
で「
こ
ん
ろ
」

９４

件
、「
た
ば
こ
」
件
で
し
た（
表

１７

１１

２
）。火災

件
数
の
減
少
や
被
害
の
軽

加
、
搬
送
人
員
は
１
万
９
４
６
２

人
で
、
前
年
よ
り

人
増
加
し
て

４４５

い
ま
す（
表
３
）。こ
れ
は
、
い
ず

れ
も
統
計
史
上
過
去
最
多
で
す
。

■問
▼
衣
浦
東
部
広
域
連
合

消
防
課

（
緯〈

〉０
１
３
５
）

６３

表３：救急出動件数・救急搬送人員
救急搬送人員 （人）救急出動件数 （件）

平成２４年平成２５年平成２４年平成２５年種別
２３１１１１２１４８火災
１０１０自然災害
０５７１０水難

２２８６２２０３２２３０２１６７交通事故
１７２２００１７６２００労働災害
１４３１５４１４３１５４運動競技
２３００２３３２２３８９２４４２一般負傷
１０１１０５１１３１１６加害
１６５１７７２３４２２７自損行為

１万２５２３１万２９５７１万３２３５１万３７８６急病

１３０３１３１８

１２９１１３０６転院搬送
１２医師等搬送
００資機材輸送
６３８６その他

１万９０１７１万９４６２１万９９９５２万６４４計

表１：火災件数など
平成２４年平成２５年種別

７２１１９建物
１９２６車両
００船舶

５６９４その他
１４７２３９計

１８６０釈２３８１釈
焼損床
面積

２億１９８２万円２億９４５２万５０００円損害額
４人２人死者
２４人１２人負傷者

表２：出火原因別件数
平成２５年種別

９４放火（疑い含
む）

１７こんろ
１１たばこ

７火入れ（草焼
きなど）

６電気機器
４電気装置

１００その他

●
と
き

個
人
糸
５
月
９
日
晶

団
体
糸
５
月

日
昇
・

日
昌
・

１３

１４

日
昌
・

日
晶

２１

２３

●
見
学
施
設

個
人
糸
市
議
会
議

場
、
丈
山
苑
な
ど（
予
定
）
団
体

糸
希
望
す
る
公
共
施
設
な
ど（
発

着
場
所
も
応
相
談
）

●
対
象

個
人
糸
市
内
在
住
の
人

団
体
糸
市
内
在
住
の

人
以
上
の

１１

団
体（
乳
幼
児
の
同
伴
は
不
可
。）

●
定
員

各

人（
個
人
は
申
し

２０

込
み
が

人
以
下
の
場
合
中
止
）

１０

●
費
用
昼
食
代
、
施
設
入
場
料

●
申
し
込
み

個
人
糸
３
月

日
２０

昭
～
４
月
４
日
晶
午
前
９
時
～
午

後
５
時

分（
松
掌
抄
を
除
く
）に
、

１５

電
話
で
秘
書
課
広
報
広
聴
係
へ

（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

団
体
糸
４
月
４
日
晶（
必
着
）ま
で

に
、
希
望
日（
第
１
希
望
・
第
２

希
望
）、団
体
名
、
代
表
者
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
、
見
学
希
望
施

設
を
電
話
で
同
係
へ（
希
望
日
が

重
な
っ
た
場
合
は
抽
選
。
コ
ー
ス

は
後
日
調
整
し
ま
す
）

■問
▼
秘
書
課
広
報
広
聴
係

（
緯〈

〉２
２
０
２
）

７１

浦
東
部
広
域
連
合
管
内
の
火
災
・
救
急

衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣

●
内
容

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
止
個
人

が
管
理
し
て
い
る
花
壇
・
プ
ラ
ン

タ
ー
・
鉢
植
え
な
ど

み
ど
り
の

カ
ー
テ
ン
止
窓
の
外
側
に
は
わ
せ

た
植
物
の
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
止
個
人
が
管

理
し
て
い
る
、
見
学
可
能
な
オ
ー

プ
ン
ガ
ー
デ
ン

●
そ
の
他

参
加
賞
あ
り
。
応
募

作
品
の
写
真
は
、

月
下
旬
～

１１

１２

月
下
旬
に
堀
内
公
園
で
展
示

●
申
し
込
み

４
月
１
日
昇
～
９

月

日
晶
に
、
住
所
・
氏
名
・
電

２６
話
番
号
と
、
作
品
の
写
真（
ネ
ガ

ま
た
は
デ
ー
タ
）を
、
郵
送
か
Ｅ

メ
ー
ル
で
エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ
ょ

う（
〒

－

０
０
４
６
赤
松
町
梶

４４６

－

１
／info@

econetanjo.

６３

org

／
緯〈

〉１
３
１
５
）へ

５５
■問
▼
公
園
緑
地
課

（
緯〈

〉２
２
４
４
）

７１

設
め
ぐ
り
参
加
者
を
募
集

施施施施施施施施施施施
ー
デ
ニ
ン
グ
・
み
ど
り
の
カ

ー
テ
ン
な
ど
の
作
品
を
募
集

ガガガガガガガガガガガ



し
て
い
る

●
介
護
者
・
家
族
か
ら
の
サ
イ
ン

暫
介
護
に
疲
れ
て
い
る

暫
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る

暫
高
齢
者
に
対
し
て
無
関
心

■
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

●
声
掛
け

日
ご
ろ
か
ら
地
域
で

声
を
か
け
あ
い
、
本
人
や
家
族
の

変
化
に
気
づ
く
関
係
を
作
り
ま
し

ょ
う

●
抱
え
込
ま
な
い

世
間
体
が
気

に
な
る
な
ど
の
理
由
で
抱
え
込
ま

ず
、
早
く
相
談
し
ま
し
ょ
う

●
相
談
窓
口

社
会
福
祉
課
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
緯〈

〉
７７

２
９
４
５
）、中
部
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー（
緯〈

〉０
０
７
７
）、

７１

市
内
各
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、

各
地
域
の
民
生
委
員

広報あんじょう 2014.3.15蛾

●
目
標
達
成
に
向
け
、
予
定
以
上

に
進
ん
で
い
る
分
野

夢
・
ま
ち
、

教
育
、
障
が
い
者
福
祉
、
市
民
参

加●
目
標
達
成
に
向
け
、
や
や
遅
れ

て
い
る
分
野

環
境（
ご
み
減
量

％
）

３０■
閲
覧

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
進
捗
状

前
回
の
市
長
選
挙
で
作
成
し
た

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
、
任
期
３
年
目

ま
で
の
進
捗
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
市
行
政

改
革
懇
話
会
か
ら
は
、「
全
体
の
達

成
度
は

％
と
高
く
、
ほ
ぼ
計
画

７５

ど
お
り
実
施
で
き
て
い
る
」と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

分
野
ご
と
の
進
捗
状
況
は
次
の

と
お
り
。

況
、
市
行
政
改
革
懇
話
会
の
議
事

録
要
旨
・
会
議
資
料
は
、
企
画
政

策
課
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
文

化
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
公
民
館
、

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
閲
覧
で

き
ま
す
。■問

▼
企
画
政
策
課

（
緯〈

〉２
２
０
４
）

７１

月
の
ホ
コ
天
き
ー
ぼ
ー
市
と
ご
み

％
減
ら
し

３０

隊
フ
ァ
イ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト

今今今今今今今今今今今

■
ご
み

％
減
ら
し
隊
フ
ァ
イ
ナ

３０

ル
イ
ベ
ン
ト

●
内
容

環
境
宣
言
コ
ー
ナ
ー
や

ご
み
分
別
ク
イ
ズ
、
ご
み
釣
り
ゲ

ー
ム（
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
を
通
じ

て
、
ご
み
の
正
し
い
分
別
を
体
験

し
ま
す
。
参
加
者
に
は
、
綿
菓
子

や
粗
品
を
進
呈
）。ま
た
、
雑
が
み

を
持
参
す
る
と
粗
品
と
交
換
。
環

境
に
や
さ
し
い
バ
イ
オ
式
生
ご
み

処
理
機
の
実
演
と
販
売
も
あ
り

（
市
の
購
入
補
助
金
も
利
用
可
）

●
と
き

３
月

日
松
午
前

時

２２

１０

～
午
後
２
時

●
と
こ
ろ

Ｊ

Ｒ
安
城
駅
南
側

ホ
コ
天
会
場

（
御
幸
本
町
）

■
ホ
コ
天
き
ー
ぼ
ー
市

●
内
容

手
作
り
品
や
地
元
産
野

菜
・
特
産
物
販
売
ブ
ー
ス
、
飲
食

ブ
ー
ス
、
グ
ル
メ
移
動
車
、
限
定

き
ー
ぼ
ー
グ
ッ
ズ
の
販
売
。
世
界

一
の
竹
飾
り
解
体
シ
ョ
ー
、
安
城

商
店
街
ア
イ
ド
ル「
看
板
娘
。」に

よ
る
南
吉
体
操
や
ス
テ
ー
ジ
。
き

ー
ぼ
ー
に
も
会
え
ま
す

■
あ
ん
く
る
バ
ス
乗
車
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト

●
内
容

会
場
で
買
い
物
を
し
た

人
に
、
当
日
の
み
使
え
る
あ
ん
く

る
バ
ス
乗
車
券
を
進
呈

■問
▼
叙
安
城
ス
タ
イ
ル

（
緯〈

〉９
５
１
１
）

７３商
工
課

（
緯〈

〉２
２
３
５
）

７１
■問
▼
都
市
計
画
課

（
緯〈

〉２
２
４
３
）

７１

■問
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈

〉３
０
５
３
）

７６

虐
待
は
、
心
や
体
に
深
い
傷
を

負
わ
せ
、
本
人
の
人
権
を
侵
害
す

る
も
の
で
す
。
介
護
負
担
の
軽
減

な
ど
、
虐
待
の
な
い
環
境
づ
く
り

が
大
切
で
す
。

■
高
齢
者
虐
待
の
種
類

●
身
体
的
虐
待

殴
る
・
つ
ね
る

な
ど
の
暴
行
や
、
縛
る
・
鍵
付
き

の
部
屋
に
閉
じ
込
め
る
な
ど
の
拘

束●
心
理
的
虐
待

侮
辱
・
脅
迫
な

ど
言
葉
に
よ
る
暴
力
や
家
族
内
で

の
無
視
な
ど

●
経
済
的
虐
待

高
齢
者
名
義
の

資
産
を
無
断
で
処
分
し
た
り
、
預

貯
金
を
使
っ
た
り
す
る
、
現
金
を

渡
さ
な
い
な
ど

●
性
的
虐
待

性
的
な
暴
力
や
い

た
ず
ら
な
ど

●
ネ
グ
レ
ク
ト

介
護
を
し
な
い
、

必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
治
療
を

受
け
さ
せ
な
い
な
ど

■
こ
ん
な
サ
イ
ン
に
注
意

●
高
齢
者
か
ら
の
サ
イ
ン

暫
家
に
帰
り
た
が
ら
な
い

暫
汚
れ
た
ま
ま
の
服
を
着
て
い
る

暫
家
族
の
話
題
を
避
け
る

暫
落
ち
着
き
が
な
く
、
お
ど
お
ど

■問
▼
社
会
福
祉
課

（
緯〈

〉２
２
２
３
）

７１

長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
進し

ん

捗
状
況
を
公
表

ち
ょ
く

市市市市市市市市市市市

齢
者
虐
待
の
防
止
と
養
護

（
介
護
）者
支
援

高高高高高高高高高高高
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■申申し込み方法など ■問問い合わせ先 ※なお、■対どなたでも、■定特になし、■￥無料の場合は記載を省略しています。

■場■問デンパーク（緯〈９２〉７１１１）
■￥入園料
安城サルビア会押し花展
■時３月１９日昌～３１日捷

■内花・草・葉の押し花約６０点を展示
カブトムシの幼虫掘り体験
１人２匹まで持ち帰れます。
■時３月２６日昌～２８日晶午前９時３０分～
１１時（雨天中止）
■対小学生以下
■定各１００人（当日先着順）
■持軍手、幼虫を入れる物
フラワーフェスティバルイベント
■時■内４月５日松獅動物ふれあい広場
４月６日掌獅「みかん」爆笑ものまね
ライブ

■場■問同クラブハウス（緯〈９２〉７１１２）
■他入園料別途。都合により変更の場合
あり。詳細は問い合わせてください

ロザフィ教室
■時３月２１日抄・２２日松午前１０時～午後
３時
■講ＧｏｌｄＭａｒｒｙ中根氏
■定各５０人（当日先着順）
■￥７００円から
愛知県産の米粉をつかった「クッキー
ファクトリー」
■時３月２１日抄～３１日捷午前１０時～午後
３時３０分
■￥７００円
春休みいちご大福教室
■時３月２１日抄・２４日捷・２６日昌～２８日
晶・３１日捷午前１１時、午後１時・２
時３０分、２２日松午前１１時
■定各１６人（先着順）
■￥５００円
■申当日午前９時３０分から同クラブハウ
スへ

手作りパン教室「デニッシュパン＆動
物あんパン」
■時３月２１日抄・２２日松・２４日捷・２６日
昌～３１日捷午後１時・２時３０分
■定各１８人（先着順）
■￥５００円
■申当日午前９時３０分から同クラブハウ
スへ

ガラス細工＆とんぼ玉教室
■時３月２３日掌午前１０時～午後３時
■講杉浦英津子氏

え つ こ

■定５０人（当日先着順）
■￥１５００円から
春休みジェルキャンドル教室
■時３月２６日昌～２８日晶・３１日捷～４月
４日晶午前１０時～午後３時
■定各５０人（当日先着順）
■￥１２００円から
シルバーアクセサリー教室
■時３月２９日松・３０日掌午前１０時～午後
３時
■講近藤祐子氏

ゆう こ

■定各５０人（当日先着順）
■￥１５００円から
エンジョイ！写真講座
■時４月２４日昭、５月１５日昭、６月１２日
昭午前１０時～正午（全３回）
■講細井哲雄氏

てつ お

■定２０人（当日先着順）
■￥３０００円
■申３月２０日昭午前９時３０分から同クラ
ブハウスへ

■４月から祝日の翌日も開館
中央図書館・公民館図書室のいず
れも祝日の翌日を開館します。開館
時間諮中央図書館獅午前９時～午後
７時（松掌抄は午後５時まで） 公民
館図書室獅午前９時～午後８時
※午後５時以降は貸出・返却のみと
なります。

■子ども読書の日記念「タッジー・
マッジーのおはなしとおんがく
の会」
■時４月１９日松午後３時～４時
■内楽器の演奏に合わせた、楽しい絵
本の読み聞かせ 作品獅「あさに
なったのでまどをあけますよ」「お
おきなかぶ」

■定５０人（当日先着順）

７日捷・１４日捷・２１日捷・２５日晶・
２８日捷

中央図書館の携帯電話
用ウェブサイトへ葛葛

おはなし会

４月の休館日

中央図書館（緯〈７６〉６１１１）

催し・お知らせ

ンパーククラブハウスの
体験教室

デデデデデデデデデデデ

４月１日昇・１５
日昇午前１０時３０
分

えほんとわらべうた
の会（０～２歳）

４月３日昭午前
１０時３０分

おはなしゆりかご
（０～２歳）

４月５日松午後
３時

おはなしレストラン
（小学生以上）

４月９日昌午前
１０時３０分

おはなしたまてばこ
（１～５歳）

４月１２日松午後
２時

おはなしえがお（幼
児～小学３年生）

４月１７日昭午前
１０時３０分

いないいないばあ
（１～５歳）

４月１８日晶午前
１０時３０分

このゆびと～まれ
（０～２歳）

４月２０日掌午後
２時

かみしばいの会（幼
児～小学校３年生）

４月２３日昌午前
１０時３０分

おはなしまあだ（１
～５歳）

４月２４日昭午前
１０時３０分

絵本好き集まれ！お
すすめ絵本紹介

４月２６日松午前
１１時

大人のための絵本朗
読会（一般）
※対象年齢は目安です。

ンパークの催しデデデデデデデデデデデ

■場環境学習センターエコきち
■申４月１日昇午前９時から（昌を除く）
エコきち（緯〈７６〉７１４８）へ

■問環境首都推進課（緯〈７１〉２２０６）
親子ＤＥ秋葉自然体験
■時４月５日松・１２日松・２６日松午前１０
時～１１時３０分

■内葉っぱ遊び、秋葉公園内の散策など
■対４歳以上の子とその保護者
■定１０組（先着順）
こどもエコ工作教室
■内■時陰ムササビフリスビーを作ろう獅

４月５日松午前１０時～１１時３０分、１２
日松午後１時～２時３０分 隠牛乳パ
ックで絵本を作ろう獅４月１９日松午
前１０時～１１時３０分 韻紙トンボを作
ろう獅４月１３日掌・２０日掌・２７日掌

午前１０時～１１時３０分
■対４歳以上（未就学児は保護者同伴）
■定陰韻獅各２０人 隠獅１５人（いずれも
先着順）
身近な野草講座
■内■時陰食べられる野草を学ぼう獅４月
２１日捷午前１０時～１１時３０分 隠春の
野草クッキング獅４月２８日捷午前１０
時～１１時３０分

■対１５歳以上（中学生は不可）
■定陰獅２０人 隠獅１０人（いずれも先着順）
■￥隠獅３００円

コきち春のイベントエエエエエエエエエエエ

血にご協力ください献献献献献献献献献献献
■時４月８日昇午後１時３０分～４時３０分
■場安城碧海看護専門学校（安城町）
■他上記以外でも、刈谷・岡崎の献血ル
ームでは松～昭（年末年始を除く）に
献血ができます
■問市保健センター（緯〈７６〉１１３３）
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■場■問歴史博物館（緯〈７７〉６６５５）
特別展記念講演会「倭国新生～３世紀
の日本のかたち～」
■時３月２２日松午後２時～３時３０分
■講寺沢薫氏

かおる

（奈良県桜井市纒向学研究
まき むく

センター所長）
映画会「歴史の改革者シリーズ韻」
■時３月２３日掌午前１０時、午後2時
■内「志ある者よ立ち上がれ～獄中の出
会いが生んだ吉田松

しょう

陰の思想～」「幕
いん

末京都炎上～長州・久坂玄瑞志に散
く さか げん ずい

る～」

史博物館の催し歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴

■対■時■場乳幼児諮８日昇・２２日昇獅南部
公民館 １１日晶・１８日晶獅高棚町公
民館 １６日昌・３０日昌獅東部公民館
いずれも午前１０時～１１時

■問子育て支援センター（緯〈７２〉２３１７）

月の移動児童館４４４４４４４４４４４

■時１日昇～５日松・８日昇～１２日松・
１５日昇～１８日晶・２２日昇～２６日松・
２９日抄・３０日昌午後１時～４時（受
け付けは午後２時まで）
■対小学生以上（小学１・２年生は保護
者同伴）
■場■問埋蔵文化財センター（緯〈７７〉４４９０）

月の土器づくり教室４４４４４４４４４４４

■時■内４月９日昌～７月９日昌の毎週昌

（４月３０日・５月７日を除く。全１２
回） クラスⅠ（あいさつから始める
基礎的な英会話）獅午後６時３０分～
７時３０分 クラスⅡ（会話を楽しむ
実用英会話）獅午後７時４５分～８時
４５分
※両クラスと
も日本語を使
いません。
■場文化センター
■対市内在住また
は在勤の１８歳
以上の人（高
校生および過去３年間に５回以上受
講した人は不可）
■定各３０人
■￥各５０００円（国際交流協会個人会員は
３０００円）
■申４月２日昌 クラスⅠ獅午後６時～
６時３０分 クラスⅡ獅午後７時１５分
～７時４５分（クラスⅠ獅午後６時３０
分、クラスⅡ獅午後７時４５分の時点
で定員を超えた場合、過去に受講し
たことのない人を優先した上で抽選）
に、費用を持って、文化センターへ
※１人で２人分以上の申し込み不可。
定員に満たない場合は翌日以降も受
け付け。
■問市国際交流協会（緯〈７１〉２２６０）

国人講師による英会話講
座

外外外外外外外外外外外

■場■申３月２０日昭午前１０時から電話でマ
ーメイドパレス（緯〈９２〉７３５１）へ
はじめてのお灸～肩こりを改善しよう
■時４月１７日昭午前１０時３０分～正午
■内自分でツボを見つけてお灸をする、
初心者向け体験会
■講高橋裕子氏（鍼灸マッサージ師）

ひろ こ

■対１８歳以上の女性
■定５人（先着順）
■￥１５００円
■他肘・膝が出せる服装で来てください
（スカート不可）
ベビーマッサージ体験講座
■時４月１８日晶午前１０時３０分～正午
■講竹本まどか氏（ロイヤルセラピスト
協会認定講師）
■対２カ月～１歳前後の子とその保護者
■定８組（先着順）
■￥１５００円（保護者が２人の場合は２０００
円）
■持大きめのバスタオル、子どもの飲み
物（ミルク・お茶など）

ーメイドパレスの催しマママママママママママ山苑さくらコンサート丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈
■時４月５日松午後２時～３時
■内民謡、三味線、太鼓 出演獅美竹会

み たけ

■￥入苑料１００円（中学生以下無料）
■場■問丈山苑（緯〈９２〉７７８０）

能五輪プレイベント「碧
南ワザランド」

技技技技技技技技技技技

■時３月２９日松・３０日掌午前１０時～午後
５時
■場碧南市ものづくりセンター（名鉄碧
南駅から徒歩約８分）
■内巨大スクリーンを使ったＡＲ体感ゲ
ーム、技能五輪の職種体験、ふわふ
わ遊具など。全日本製造業コマ大戦
のみ２９日正午～午後３時
■他駐車場は、碧南市立棚尾小学校・同
南中学校運動場を利用してください
■問碧南市商工課（緯〈４１〉３３１１）、安城市
商工課（緯〈７１〉２２３５）

内公園の春休み企画堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀
■場■問堀内公園（緯〈９９〉５９４７）
メルヘン号（汽車）で撮影会
■時３月２５日昇～２８日晶午前１１時、午後
３時（１０分前から汽車乗り場で受け
付け）
■内汽車の運転席での撮影会
■対未就学児
■定各１０組（先着順）
■持撮影用カメラ
■他撮影中、汽車を止めます
じゃんけん大会
■時３月２５日昇～２８日晶午後１時３０分・
３時３０分
■内じゃんけんで勝った人に景品を進呈
■対小学生以下
■定各５０人（当日先着順）
赤ちゃんハイハイレース
■時３月２９日松午前１１時、午後２時（雨
天時は３０日掌に順延）

■内参加者に有料遊具利用券を進呈
■対まだ歩けない乳幼児とその保護者
■定各２０組（当日先着順）
模擬店
■時３月３０日掌・３１日捷午前１０時～午後
３時（景品が無くなり次第終了）
■内輪投げなどの模擬店
■対小学生以下
■￥各１００円

■時４月１日昇～５月６日承午前９時～
午後４時３０分（昇を除く。ただし、
４月１日・２９日、５月６日は開園）
■内１０００円分の回数券を購入した人に有
料遊具利用券を２枚進呈 販売場所
獅公園管理事務所
■場■問堀内公園（緯〈９９〉５９４７）

■時４月１３日掌午前９時３０分～午後２時
３０分（雨天中止）
■場■内集合・解散場所獅ＪＡあいち中央
桜井支店（姫小川町） コース獅桜井
支店～八ツ面山山頂（西尾市）の往復
約１１灼

■持昼食・水筒・敷物・
携帯雨具など
■他乗り合わせか、公
共交通機関でお越しください
■問市体育館（緯〈７５〉３５３５）

ツ面山歩け運動八八八八八八八八八八八

歩歩きません歩きませんかか

内公園の回数券を販売堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀
楽楽しく英会話を学ぼ楽しく英会話を学ぼうう



市にふさわしい土産品として、１８業
者４０品（下表参照）を選定しました。認
定品には認定シールを
貼っています。
■時認定期間施４月～平
成２８年３月末

■問商工課（緯〈７１〉２２３５）

餓広報あんじょう 2014.3.15

■申申し込み方法など ■問問い合わせ先 ※なお、■対どなたでも、■定特になし、■￥無料の場合は記載を省略しています。

■時交付日獅３月２５日昇から 利用開始
日獅４月１日昇から
■内障害者の通院・外出に係るタクシー
料金助成利用券を１人１冊交付しま
す。ただし、週２回以上かつ２カ月
以上の通院が必要な人は、通院報告
書の提出により２冊目を交付
■対次の陰～韻のいずれかを持っている
人 陰身体障害者手帳１～３級 隠

療育手帳A・B判定 韻精神障害者
保健福祉手帳１・２級
※自動車税・軽自動車税の減免を受
けている人、市高齢者タクシー料金
助成利用券の交付を受けている人を
除く。
■申陰～韻のいずれかを持って、捷～晶

午前８時３０分～午後５時１５分（抄を
除く）に障害福祉課（緯〈７１〉２２２５）へ

年度障害者福祉タクシー
料金助成利用券を交付

来来来来来来来来来来来

主な認定土産品屋号

アカシヤ蜜深津養蜂園
抹茶とくき茶の詰め
合わせ叙南山園

いちじくラムネ叙フジコーポレー
ション

一丈そうめん叙和泉そうめん丈
山の里

和泉手延べ半生長そ
うめん女たつみ麺店

和泉手延長そうめん和泉手延麺業組合
ごちカレー叙安城スタイル
てんてまり桝見屋
デンパークオリジナ
ルサブレ

（公財）安城都市農
業振興協会

あんじょはんじょ櫻屋
安城梨羊かん穂積堂
安城和スイーツ南吉
の青春かすてら女両口屋菓匠

安城一番福たこ叙北城屋
あんじょうハートあんじょうハート
清酒三河安城純米酒女マルコウ酒店
純米大吟醸若水穂神杉酒造叙

人魚姫の恋（ヴァイ
ツェン）、裸の王様
（エール）、黒鍬麦酒
（ボック）

安城デンビール叙

新美南吉かるた安城駅前元気会

城市観光協会認定土産品
を決定

安安安安安安安安安安安

本紙昨年１０月1日号に掲載した市民
特別入園券は、有効期限が３月３１日捷

です。ぜひ利用してください。
■問デンパーク（緯〈９２〉７１１１）

ンパーク市民特別入園券
を利用してください

デデデデデデデデデデデ

共下水道の使える区域が
広がります

公公公公公公公公公公公

公共下水道の使える区域が２２０３ヘク
タールとなります。
■時３月３１日捷から
■場浜屋町・宇頭茶屋町・尾崎町・東栄
町・上条町・安城町・御幸本町・花
ノ木町・桜井町・姫小川町・小川町・
和泉町および東端町の一部
■問下水道管理課（緯〈７１〉２２４７）、下水道
建設課（緯〈７１〉２２４８）
新たな使用可能区域の縦覧
■時３月１７日捷～３１日捷午前８時３０分～
午後５時１５分（松掌抄を除く）
■場下水道管理課
１日も早く下水道への接続を
川や海を汚す最大の原因は、家庭か
らの生活排水です。清潔で快適な生活
環境をつくるため、下水道が使用可能
になったら、１日も早く接続をお願い
します。風呂・台所などの雑排水やし
尿は下水道管に、雨水は道路側溝など
に、それぞれ分けて流す必要がありま
す。敷地内の排水管・排水ますは、個
人負担で施工することになりますので、
工事の際は、市が指定する「安城市排
水設備工事指定工事店」へ直接申し込
んでください。

認認定シー認定シールル

祉への善意
ありがとうございます

福福福福福福福福福福福

１月分／受け付け順／敬称略
市社会福祉協議会 善意銀行
安祥福祉センター利用者、株式会社イ
ノアックコーポレーション桜井事業所、
イノアック労働組合桜井支部、アイシ
ン・エイ・ダブリュファミリーフェス
ティバル実行委員会、アイシン・エイ・
ダブリュ労働組合、ほほえみダンス、
今池町内会、ＪＡ産直センター安城東
部店、ふれあいダンス、伊藤今日子、
桜井福祉センター利用者、西部公民館
利用者、日本モウルド工業株式会社、
碧海信用金庫和泉支店、在宅介護支援
センター八千代、加藤洋平、南部公民
館利用者、鹿乗福祉委員会、匿名
市役所関係
杉本たけ子、戸田しげ子、市野英樹、
ＮＰＯ法人幸せな家庭環境をつくる会
安城支部

■内賠償責任保険（主催者や指導者が法
律上の賠償責任を問われた場合）獅
事故１件につき最高５億円（免責１
件につき１０００円） 傷害保険（指導者
や参加者が傷害を受けた場合で、脳・
心臓病疾患などを除く） ▼死亡獅３００
万円 入院獅１日２０００円 通院獅１
日１０００円
※熱中症（日
射病など）も
対象。
■対市内在住また
は市内に活動
拠点を置く５
人以上の団体 対象活動獅陰防災訓
練・運動会などの町内会活動 隠子
ども会などの指導育成活動 韻スポ
ーツ推進委員による地域スポーツ活
動 吋社会福祉、環境改善などボラ
ンティア活動 右市主催の行事・公
民館講座など
■場■問市民協働課（緯〈７１〉２２１８）

れあい補償制度の利用をふふふふふふふふふふふ

の安全なまちづくり市民運
動は４月１日昇～１０日昭

春春春春春春春春春春春

犯罪被害に遭わないために、日ごろ
から高い防犯意識を持ち、身近な対策
を実施しましょう。
重点実施項目
煙子ども・女性が被害者となりやすい
犯罪の防止

煙振り込め詐欺の被害防止
年間取り組み項目
煙住宅を対象とした侵入盗の防止
防犯の４原則（泥棒が嫌うもの）
煙補助錠などを設置し、侵入に時間を
掛けさせる

煙警報器や防犯砂利などを活用し、音
で威嚇する

煙門灯などの光で周囲を照らす
煙住民同士であいさつするなど地域の
目を強化する
■問市民安全課（緯〈７１〉２２１９）

防防災訓練などが対防災訓練などが対象象
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平成２６年第１回衣浦東部広域連合議会定例会を２月１２日に開催しました。
議会では、衣浦東部広域連合手数料条例の一部を改正する条例の制定をは
じめ２件の条例制定、５３７０万円を減額する平成２５年度一般会計補正予算（第
２号）、総額５１億６２００万円の平成２６年度衣浦東部広域連合一般会計予算など計
６件を原案どおり可決、成立しました。

■平成２６年度衣浦東部広域連合一般会計予算

歳入歳出総額は５１億６２００万円で、主に消防救急デジタル無線システム整備
に係る経費の増額により、前年度より４億１７００万円、８．８％の増額です。
複雑多様化する消防業務や大規模災害に対応するため、体制や消防施設・
車両などを計画的に整備し、広域的な消防活動の充実を図ります。
※１：総務費の主な内訳
広域連合事務所経費、事務職員人件費、電算システム経費獅１億６９９３万５０００円
人事管理経費、職員福利厚生経費獅２９２５万１０００円
※２：消防費の主な内訳
消防職員人件費獅３５億７５２４万７０００円 消防庁舎・設備・車両の維持経費、消
防・救急・救助活動費獅２億６９１０万６０００円 消防施設改修費、消防設備費、
水利関係経費獅７億５３５万５０００円 消防車両などの更新経費獅１億１２８０万３００
０円 消防団の報酬・旅費など獅１億５３２５万１０００円
■問衣浦東部広域連合総務課（緯〈６３〉０１３１）

＜歳入＞
内容金額（千円）科目

関係５市からの
負担金５，１１５，１１８分担金・

負担金
消防施設の目的
外使用料、消防
関係許可などの
手数料

１５，２５２使用料・
手数料

消防車両購入の
補助金１国庫支出

金
権限移譲特別交
付金１６０県支出金
物品売払い収入１財産収入
寄附金１寄附金
前年度剰余金２０，０００繰越金
防火管理講習料
など１１，４６７諸収入

５，１６２，０００合計

＜歳出＞
内容金額（千円）科目

広域連合の議会
運営費用２，５４０議会費

広域連合事務所
の維持管理、人
事管理などの総
務関係費用

２０４，０３５総務費
（※１）

消防署、消防車
両、消防団、消
防水利の費用

４，９２４，９７５消防費
（※２）

消防施設・設備
整備の借入金償
還費用

１０，４５０公債費

２０，０００予備費
５，１６２，０００合計

衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦東東東東東東東東東東部部部部部部部部部部広広広広広広広広広広域域域域域域域域域域連連連連連連連連連連合合合合合合合合合合ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷ衣浦東部広域連合ＮＥＷＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ

育園臨時職員保保保保保保保保保保保
■場市内公立保育園
■申捷～晶午前８時３０分～午後５時（抄

を除く）に、写真付きの履歴書と保
育士は保育士証、看護師は看護師免
許証を持って子ども課（緯〈７１〉２２２８）
へ

４時間パート保育士
■内勤務日時獅捷～晶午前１１時３０分～午
後３時３０分（抄を除く）のうち週３～
４日勤務 時給獅１０６０円、通勤割増
1日２００円

■対保育士の資格を持っている人
４時間パート看護師
■内勤務日時獅捷～晶午前１０時３０分～午
後３時（抄を除く。勤務日時は応相
談） 時給獅１１９０円、通勤割増1日
２００円
■対看護師免許を持っている人

■内植栽スタッフ（植物管理など） 勤務
日時獅松掌抄を含む陰午前８時～正
午 隠午後１時～５時 賃金獅時給
７８０円から（松掌抄の時給は１００円増）、
通勤割増1日２００円 休日獅応相談

■定各１人
■他高校生不可。面接時に写真付きの履
歴書を持参してください
■申電話でデンパーク（緯〈９２〉７１１１）へ

ンパークのパート・アル
バイト

デデデデデデデデデデデ

■内展示期間獅１年間（最長３年まで更
新）
■対市内に事業
所を有し、
自社製品を
出品できる
団体
■￥年額２万７０００円（展示者数が増えた
時は、減額の場合あり）
■申３月３１日捷までに申し込み用紙を持
参・郵送・ファクスで商工課（〒４４６
－８５０１住所記載不要／胃〈７６〉００６６／
緯〈７１〉２２３５）へ

※申し込み用紙は、同課・市公式ウェ
ブサイトで配布。

Ｒ安城駅特産品陳列ケー
スの出品物

ＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪ ちゃん訪問に従事する臨
時看護師

赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤

乳児家庭の訪問などをします。
■内勤務日時獅捷～晶

午前９時～午後５
時のうち週３日
時給獅１４００円、通
勤割増1日２００円
選考獅面接（４月
７日捷） 採用日
獅４月２１日捷

■対看護師免許および普通自動車運転免
許を有する人
■申３月２０日昭～２８日晶午前８時３０分～
午後５時１５分（松掌抄を除く）に、写
真付きの履歴書と看護師免許証を持
って市保健センター（緯〈７６〉１１３３）へ

ルバー人材センター会員シシシシシシシシシシシ
さまざまな仕事があります。あなた
の経験・技能を活かしませんか。女性
も多く働いています。
■内勤務日獅週２日
程度
■対健康で働く意欲
のある６０歳以上
の人
■申電話でシルバー
人材センター
（緯〈７６〉１４１５）へ
■問市社会福祉課（緯〈７１〉２２２３）

特特産品陳列ケー特産品陳列ケースス
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